



















































現世と異界の両方に活躍する吉備大臣の方術に焦点を絞り、方術という機構に る異界への越境と、方術各々の思想的源泉を探り、本話に於ける方術の役割を考究したいと思う。また、儒者である匡房の と 関わりや、院政期文化の諸思想の複合的様相も考察したい。本稿における方術の意味 ついては、そ 背景として陰陽道や道教に言及することになるが、陰陽道の成立に遡れば、民間道教もその一要素であるから、本稿では道教 密接な関係にある陰陽道の方術、という意味として扱うものであ 。また『江談抄』が、大江匡房の多岐に亘る関心事と深く関連してい点や、この著作が匡房 他の著作 思想的背景に繋がる、という位置付けも視野に入れつつ、この入唐譚を語る匡房の儒学者という枠 収まらない新たな匡房像というも を照射したい。
一、 「吉備入唐の間の事」の粗筋と方術
最初に「吉備入唐の間の事」の要約を掲げておきたい。吉備大臣は唐に渡った後、その学識に恐れをなした唐人により、楼に幽閉されてしまう。唐人達は真備の学才を試






















































































































































































































環隱遁眞訣」 ） があることを指摘している。更に、 『道蔵』 の精要を収載した 『雲笈七籖
）11
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呪術を使ったということになる また鬼が見え 術により安倍仲麻呂の幽鬼を見ること でき、それは異界と向き合うということを意味するもの 考 られる。吉備大臣は、こ 冥界に属する鬼と対話し、そ 協力を得ることで、唐人の課した難題を乗り越え、唐人を圧倒することに る。











































































































































































































石を呑み込み、その後、呪術を使い勝つことができた。この展開は、唐人との接戦に持ち込み「持」となった後に、相手の碁石を呑 込み、さらにこれを腹中に止める「封」を使うとい 、話を面白くする工夫が見え隠れする。ここでも鬼の出現時や『文選』の試問同様、吉備大臣の危機の場面で「術」が使われ唐人に勝ちとなる。この話 裏には唐土対日本 文化的格差の意識も垣間見える とにかく、唐土に勝ち唐人を圧倒する いう事が、この入 譚における吉備大臣の使命であったと思われるのである。
                                             
五、唐土の日月を封じ込める術
唐人の課す相次ぐ難問を乗り切ってきた吉備大臣に出された最後の難題は、僧宝志作の未来記「野馬台詩」の解読






































































































































































































































































内容は、書物の蒐集、管理であるが、院政期文化を特徴づけるキーワードとして、 「同種の事物を集成すること、またその集成物」 「類聚」と う、と述べている。その例として後白河法皇の蓮華王院の千体千手観音や 和歌資料を集成したらしい『扶桑葉林』や詩文 『本朝文粋』 、明法道の『法曹類林』等を挙げている。翻って
本入唐譚を見
































































































（41）森克己『遣唐使』 （日本歴史新書、至文堂、昭和四十一年）六六～六七頁。（41）村山修一『日本陰陽道史総説』 （塙 房、昭和五十六年）六七頁。（42）齋藤勵『王朝時代の 』 （原版発行大正四年、覆刻版、藝林舍、昭和五十一年）一四七頁。（41）註
（14）二二五頁。
（44）小島憲之他校注・訳 書紀③』 （新編日本古典文学全集４、小学館、平成十年）三一三頁。（45）窪徳忠『道教百話』 （講談社学術文庫８７５、平成元年）一一四～一七一頁。（41）川口久雄『大江匡房』 （吉川弘文館、平成元年）二九四～二九五頁。（47）大曾根章介校注『狐媚記 山岸徳平他校注、 思想大系８『古代政治社會思想』
      岩波書店、昭和五十四年）一六五～一六八頁。
（41）小川剛生『中世の書物と学問』 山川出版 、平成二十一年）六一 六五頁。（49）註
（41）二二二～二二三頁。
（51）註
（41）二八九頁。
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